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本棚を整理したいので，溜まっている論文のメモを書いて未来への手紙とすることに
する．

1 本文
まず論文 [9] はカントール集合に関する未解決問題の解説である．未解決問題を参照し
たいときはこれを読むといいだろう．

1.1 カントール集合の形
論文 [6] は何やら自己相似集合がいい感じだとカントール集合といい感じでヘルダー同
値ということを言っている．
論文 [3] はアフィンなカントール集合を分類している気がするがよくわからず．この論
文 J. Diff. Geom. で出版されてるのが面白いと思う．
論文 [1] はカントール集合をユークリッド空間に埋め込む話をしている．

1.2 カントール集合と測度
測度に関する話は以下の論文である．
論文 [12] では自己相似ではないカントール集合の測度を計算しているようだ．
論文 [11] では三進カントール集合をK として P : R2 → R を P (x, y) = xy としたとき∣∣∣∣L1(P (K ×K))− 91782451

113374080

∣∣∣∣ < 1

106

であることを証明している．なんかやたら具体的な数字が出てきたので面白がって印刷し
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たんだと思う．

1.3 野生のカントール集合
Wild Cantor set を野生の... と訳すのはちょっと間違いなのだが面白のでそう書いて
おく．多分鎖に繋がれていないとか人に慣れてないとかそういうニュアンスだと思う．
tameの反対．なんかよくわかんないので論文を記録に残すだけにする．先述の [9] も野
生のカントール集合の話である．
[5]

[7]

[4]

[13]

[2]

[14]

1.4 野生の cell

なんか混ざってた．
[8]

[10]

1.5 その他
論文 [?] は力学系の話だと思うがわからず．
論文 [?] はカントール集合の自己同相群を調べている．
論文 [?] では [0, 1]の元が全て u = x2y, ここで x, y はカントール集合の元で書かれる
ということを証明している．他にも x/y や xy のようなものについて調べている．論文
[11] と関係があるだろう．
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